
　

今
回
は
、
平
安
時
代
、
嵯
峨
・
淳
和
・

仁
明
・
文
徳
四
代
の
天
皇
に
仕
え
た
従
三

位
参
議
小
野
篁
公
の
足
跡
を
訪
ね
た
い

と
思
い
ま
す
。

 

「
令
義
解
」（
り
ょ
う
の
ぎ
げ
、
養
老
律

令
の
注
釈
書
）の
編
纂
に
も
携
わ
り
、
和

歌
に
も
秀
で
て
、
百
人一首
11
番
に「
わ
た

の
原
八
十
島
か
け
て
漕
ぎ
出
で
ぬ
と
人
に

は
告
げ
よ
海
人
の
釣
舟
」や
古
今
和
歌
集

で
も
歌
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
嵯
峨
天
皇
が「
無
悪
善
」と

い
う
落
書
き
を
解
け
と
強
要
し
た
と
こ

ろ
、「
嵯
峨
が
い
な
け
れ
ば
良
い
の
に
」と

説
い
た
た
め
、
篁
が
書
い
た
と
非
難
さ
れ

た
の
で
、
ど
ん
な
文
章
で
も
読
め
ま
す
と

弁
明
し
た
と
こ
ろ
、
天
皇
が「
子
子
子
子

子
子
子
子
子
子
子
子
」を
読
め
と
い
わ
れ
、

「
猫
の
子
の
子
猫
、
獅
子
の
子
の
子
獅

子
」と
読
ん
で
事
な
き
を
得
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

伝
説
に
は
、
昼
は
朝
廷
で
、
夜
は
冥

府
で
閻
魔
大
王
の
も
と
で
裁
き
の
補
佐

を
し
て
て
お
り
、
大
臣
の
藤
原
良
相
が

参
議
の
お
り
に
若
き
篁
が
罪
科
に
処
し

た
際
、
色
々
弁
護
し
て
貰
っ
た
こ
と
を
有

難
く
思
って
お
り
、
大
臣
が
急
逝
し
て
閻

魔
大
王
の
使
い
に
捕
縛
さ
れ
裁
き
を
受
け

て
い
る
時
に
、「
こ
の
度
の
罪
は
私
に
免
じ

お
許
し
」を
と
願
っ
た
と
こ
ろ
、
大
臣
は

蘇
生
し
た
と
いっ
た
話
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
閻
魔
大
王
が
篁
公
に
菩
薩
戒

を
授
け
る
娑
婆
界
の
高
僧
を
紹
介
し
て

く
れ
る
よ
う
頼
ま
れ
、
矢
田
寺
の
満
慶

（
ま
ん
け
い
）上
人
を
案
内
し
て
閻
魔
大

王
に
菩
薩
戒
を
授
け
た
と
こ
ろ
、
お
お
い

に
喜
ば
れ
て
地
獄
を
案
内
。
地
獄
に
落

ち
た
亡
者
の
も
だ
え
苦
し
む
様
子
を
見

せ
た
と
こ
ろ
、
火
炎
の
中
で
亡
者
を
助

け
よ
う
と
働
い
て
い
る
僧
を
見
か
け
、
い

ぶ
か
し
む
満
慶
上
人
に「
私
は
地
蔵
菩
薩

で
あ
る
。
娑
婆
に
帰
っ
た
ら
私
の
像
を
作

り
崇
め
る
な
ら
迷
え
る
衆
生
を
悟
ら
せ
、

涅
槃
に
導
き
ま
し
ょ
う
」と
告
げ
ら
れ
、

娑
婆
に
帰
り
地
蔵
菩
薩
を
彫
り
信
仰
し

ま
し
た
。

　

そ
の
際
、
閻
魔
大
王
に
お
土
産
に
貰
っ

た
塗
箱
に
一
食
分
の
米
が
入
っ
て
お
り
、

不
思
議
な
こ
と
に
食
べ
て
も
食
べ
て
も
米

が
尽
き
る
こ
と
が
な
く
、米
に
困
ら
な
か
っ

た
の
で
満
米
上
人
と
異
名
を
と
っ
た
り
も

し
ま
し
た
。
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て

六道珍皇寺南門
松原通り（旧五條通で清水坂参道に通じ
る）に面し、京都の三大風葬地であった化
野・鳥辺野、蓮台野の鳥辺野の入口、六
道の辻に建立された。慶俊僧都の開基で
のちに弘法大師が興隆させ、東寺末寺で
あったが荒廃したため、建仁寺の僧良聡
が再興し、現在は建仁寺の末寺となってい
ます。小野篁公が夜、閻魔法王庁に仕え
るため通ったとされる井戸があります。（東
山区小松町、松原通り）（小松町は小松
内府平重盛公関連の地と思われます）

六道珍皇寺小野篁
公が地獄の閻魔法
王庁に夜毎通ったと
される冥土通いの井
戸。行きの井戸は六
道珍皇寺、帰りは嵯
峨野にあったそうです
が現在は廃寺となり、
嵯峨野の清凉寺に
閻魔像と小野篁像が
安置されています。

西福寺と六波羅蜜寺に通じる道の角にある
六道之辻の道標
六道珍皇寺の対面の辻にあり、こちらも六道
の辻の碑があり、右折すると六波羅蜜寺に至
る。西福寺は嵯峨天皇の皇后橘嘉智子（ｶﾁ
ｺ）、現在の天龍寺に檀林寺を建立したので
檀林皇后呼ばれていた皇太后の遺言により、
帷子ノ辻の路傍に遺体を放置し、獣や鳥に食
われウジが湧いて白骨化する過程を描かせた
という六道絵が当寺に保管されているらしい。
（人の世の無常を知らしめた）（東山区轆轤
町、松原通り）

紫式部墓と小野篁公墓
地獄の閻魔法王に仕えたとされる小野篁公
の墓（右）と菩薩戒の不妄語の罪で人 を々誑
かしたとしたので、せめて小野篁公に閻魔法
王に弁明して頂こうとして、紫式部の墓が隣
（左）に埋葬されたそうです。（北区紫野西御
所田町、堀川北大路下がる島津製作所横）

六波羅蜜寺本堂
当寺は空也上人の開創された西国三十三所
17番観音霊場札所で十一面観音を彫り、踊
りながら念仏を唱えて病魔を鎮めたとされる重
要文化財である空也上人像、地蔵菩薩像、
弘法大師像、平清盛公像、閻魔王座像、四
天王像が令和館に安置されています。因みに
国宝本尊十一面観音菩薩は秘仏であり12
年に一度辰年の11月頃開帳されます。（令和
6年に開帳されたので12年先ですね）（東山
区轆轤町）

六道珍皇寺門前六道の辻の碑
六道の辻の石碑があり、ここより鳥辺野（と
りべの）の風葬の地の境であった。なぜ臨済
宗の建仁寺の末寺で密教の仏を祀るのか。
多分、臨済宗を開いた栄西が延暦寺の妨害
も無く京に建仁寺を開くことが出来たのは天
台宗の高僧であった為ですが、もともと天台
宗の開祖、最澄は密教等色々な仏教を学ぶ
地として延暦寺を建立したため、日蓮宗・禅
宗・浄土宗等が生まれました。その為、栄西
自体も密教も教えていた思われます。

六道珍皇寺閻魔堂（篁堂）
弘法大師空海、閻魔法王、小野篁公が安置されて
いる。※鳥辺野は平安京の人口増加に伴い、推測
２５万人の1/3程度の風葬・鳥葬の地で清水・大
谷廟の東山山麓付近で、親鸞の火葬の地でもあっ
た。他にも京都では嵯峨化野・紫野蓮台野・西院
河原・華頂山・賀茂川等で風葬・鳥葬・水葬が平安
京で行われていたので弘法大師・小野篁が火葬・
土葬を薦めたが中々、費用がかかるため貴族等上
層階級・裕福な人でしか進まなかったようです。

六道珍皇寺迎えの鐘
冥土までひびく鐘と言われ当寺、開基とされる慶俊僧都が唐に留学するおりに
造らせ、３年間地中に埋めて置くように寺僧に頼んでいたが、待ちきれず１年半
で掘り出し鐘をついたところ唐まで聞こえたので、３年置いておけば六時（一日を
６で割った時刻）になると自然に鳴るものをと嘆いた梵鐘です。（真中の紐を引
いて鳴らす）また唐まで届くような鐘なら冥土まで届くとされ、毎年盂蘭盆会の8
月7日～10日に迎え鐘を撞いて先祖の精霊を迎える六道まいりで賑わいます。

六道珍皇寺本堂
本尊は薬師如来ですが、珍皇寺の六道は天・人・修羅・畜
生・餓鬼・地獄道で天道のように900万年は快楽の世界は
ありますが輪廻転生、快楽の未練があれば地獄の苦しみを
味わうそうです。死後、悟りが開いてない人は六道を輪廻す
るそうですが、まして人道は苦しみは多く、全て人道におい
て六道の苦しみを現生において味わっておられる方も多く、
感じない人も多いかも知れませんが、逆に天道の幸せを感
じておられる方も多くおられるかも知れません。現生の幸せ
は死後も継続すると思もわれますので気を付けましょう。

六道珍皇寺地蔵菩薩群
小野篁公は地獄落ちた時、地
獄で人 を々助ける地蔵菩薩より
帰ったら、地蔵菩薩を信仰するよ
うにと言われ、生還して六地蔵
の大善寺に桜の木で六体の地
蔵尊を納め、人々に知らしめると
ともに風葬をやめ土葬や火葬す
るよう勧めた。（飛鳥の時代から
大宝令で無衣以下の人は墓を
作ることを禁止されていた）

2011年5月に電気工事業、電気通
信工事業を業務とする『株式会社
GNR』を設立。現在は退任。

千田明 さん



　

ま
た
、
閻
魔
庁
で
篁
公
が
亡
者
の
中

に
閻
魔
大
王
に
呼
び
出
さ
れ
、
許
し
を

受
け
娑
婆
に
帰
り
行
く
者
を
見
て
、
不

思
議
に
思
い
理
由
を
聞
い
た
所
、
亡
者
の

遺
族
が
回
向
の
た
め
塔
婆
を
捧
げ
て
く

れ
た
こ
と
か
ら
、
お
よ
そ
卒
塔
婆
の
功
徳

は
一
枚
が
仏
像
一
体
に
匹
敵
、
卒
塔
婆
を

建
て
清
い
心
で
供
養
す
れ
ば
、
極
楽
の
喜

び
を
受
け
さ
せ
ら
れ
る
と
い
う
卒
塔
婆
供

養
の
秘
法
を
授
か
り
、
千
本
焔
魔
堂
を

建
て
ま
し
た
。

　

ほ
か
に
も
46
歳
の
時
、
あ
の
世
に
行

き
、
地
獄
で
鬼
に
責
め
ら
れ
て
い
る
罪
人

を
救
っ
て
い
る
地
蔵
菩
薩
に
接
し
、
菩
薩

か
ら「
地
獄
の
有
様
を
伝
え
私
を
世
間
に

知
ら
し
め
よ
」と
い
わ
れ
、
こ
の
世
に
返
さ

れ
た
と
い
う
話
も
あ
り
ま
す
。

　

息
を
吹
き
返
し
た
篁
公
は
、
木
幡
山

の
桜
の
大
木
を
切
り
、
六
体
の
地
蔵
菩

薩
を
彫
って
六
地
蔵
の
大
善
寺
に
安
置
し

ま
し
た
。
３
０
０
年
後
に
後
白
河
法
皇

が
王
城
鎮
護
・
疫
病
退
散
の
た
め
、
平

清
盛
に
命
じ
て
都
の
街
道
の
入
口
に
分
置

し
た
こ
と
で
、
六
地
蔵
巡
り
の
風
習
が
起

こ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
逸
話
の
ゆ
か
り
地
を
訪

ね
、
文
章
で
表
そ
う
と
思
い
ま
し
た
が
、

紙
面
が
許
さ
な
い
の
で
写
真
の
説
明
に
譲

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

矢田寺（矢田地蔵尊）
寺町三条上がる天性寺門前町に位置し、西山浄土宗の寺で奈良
県の矢田寺の別院で当初は五条坊門にあったが天正７年（1579
年）この地に移された。本尊地蔵菩薩は開山の満慶（まんけい）上人
が冥土に行った時、地獄で人 を々救う地蔵尊の姿を彫らせたと言わ
れる代受苦地蔵として信仰を集め、六道珍皇寺の迎えの鐘に対し、
送りの鐘として8月16日精霊送りの参拝者で賑わいます。（京阪電車
三条駅下車、三条通り西へ500m）
当寺は寺町通に面しており、付近には「本能寺の変」で有名な本能
寺（現在地ではなく1.5km離れた本能寺町）、浄土宗知恩院の末寺
天祥寺があります。

千本焔魔堂
高野山真言宗の寺院で本尊は閻魔法王、開基は小野篁公と言われ
自ら閻魔法王を刻んで祠を建てたのが始まりとされる。この地はかっ
て京都の三大風葬地であった千本通の蓮台野入口に建っていま
す。  （上京区閻魔前町）

大善寺
705年藤原氏一族の埋葬の地である木幡の宇治陵の入口に藤原
鎌足の子定慧により創建したとされる。京阪宇治線・JR奈良線・地下
鉄東西線六地蔵駅より約８分、小野篁公が冥土で苦しみを受けてい
る衆生を助けている地蔵菩薩を見て、蘇った時に桜の木より六体の
地蔵菩薩を彫り安置したとされる地。1156年頃平清盛公により都
に通ずる入口に分祀したところから六地蔵巡りの風習が生まれた根
本の地。奈良街道「伏見六地蔵」

弘法大師空海が唐より持ち帰った石に自ら刻んだとされる地蔵菩薩
が本尊で元は空海創建の真言宗寺院であったが現在は浄土宗。あ
る人が痛みが治らず願をかけたところ、前世で人の怨みを受け、人形
に八寸釘を打ち込まれ為と地蔵菩薩が夢に現れ釘を見せた。夢より
覚めたところ痛みが消えていたそうで、後日参拝すると血に染まった
八寸釘があったそうです。（上京区花車町、千本上立売）

地蔵寺
山陰道に面する。阪急京都線桂駅より約10分。丹波街道「桂地蔵」

上善寺
鞍馬街道に面す。京阪出町柳駅より市バス出雲路橋下車約３分。
天台密教の道場として円仁が創建。若狭街道「鞍馬口地蔵」

本能寺

千本焔魔堂鐘楼堂
（送り鐘つき堂）
千本通はかっての都の中心
を南北に延びる朱雀大路
の延長線であり蓮台野に向
かう通りに醍醐天皇供養の
為、千本の卒塔婆が立てら
れことに由来する千本通の
蓮台野の入口にあり、お盆
に送り鐘が突かれる。

徳林案
東海道山科に位置する。京阪京津線四宮下車約３分。仁明天皇の
第四皇子であった人康親王（盲人の官位、当道の祖神と言われる）
のゆかりの地。東海道「山科地蔵」

浄禅寺
京阪電車中書島駅より京都行バスで鳥羽大橋北詰下車５分。北面
の武士として鳥羽上皇につかえていた遠藤盛遠が源渡の妻袈裟御
前に横恋慕したため、袈裟が一計を案じ夫の身代わりになり殺された
悲しい物語の遠藤盛遠こと文覚（源頼朝に後白河法皇より平家追
悼の院宣を出さした）が1182年創建。西国街道「上鳥羽地蔵」

源光寺
京福北野線常盤下車約3分京都市右京区常盤馬塚町、源義経の
母常盤ゆかりの尼寺です。周山街道「常盤地蔵」

天性寺

六波羅蜜寺内の平氏の栄えた六波羅と鎌倉幕府が京に設置した六
波羅探題の碑（左）と曹洞宗を開いた道元説法の地の碑（右）
平氏・源氏・北条・足利と続く兵火の中心であり、また六道の辻と呼ば
れる地はここから先は死者とのお別れのの地であり、鳥の辺の風葬地
でもあったので、付近は人骨が至る所に転がっていたため、当寺付近
は髑髏町（どくろ）と言われていましたが、江戸時代あまり不吉なので轆
轤町（ろくろ）（陶土回転させて器を作る）に変更した地でもあります。


